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「食」を通じて消費者と社会に貢献する「食」を通じて消費者と社会に貢献する

リーディングカンパニーリーディングカンパニー

2 0 0 2 . 9 月 期
決 算 説 明 会
2 0 0 2 . 9 月 期
決 算 説 明 会

2002年 11月22日

本資料は、2002年9月決算の業績および今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。
また本資料掲載の事項は、資料作成時点における当社の見解であり、その情報の正確性および完全性を保証または約束するものではなく、今後予告なしに変更することがあ
ります。
本資料は、2002年11月 18日現在のデータに基づき作成しております。
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２００２年９月期の業績
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１．　２００２年９月期の業績

金額 売上比 前期比 計画比
（億円） （％） （％） （％）

●売上高 4 , 9 3 2 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0 9 9 . 6

●売上総利益 4 6 6 9 . 5 1 0 1 . 7 ―

●営業利益 6 0 1 . 2 1 0 7 . 1 9 9 . 4

●経常利益 6 6 1 . 3 1 0 4 . 9 1 0 0 . 8

●当期純利益 3 5 0 . 7 1 0 9 . 4 1 0 1 . 3

【連　　結】
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２ ‐ (1)．　　【伊藤忠食品　売上レビュー】

【売上高の前期比較】

（増加要因） ・物 量 の 増 加

・連 結 会 社 の 増 減 （静岡メイカン子会社化＋７７億円）

・ＧＭＳとの取引大幅増

・新規を含む地域密着型スーパーとの取引増加

（減少要因） ・全 般 的 な 商 品 単 価 の 下 落

・マイカルＧ△９９億円、壽屋△２３億円取引中止による減

・貸倒れ懸念先、不採算取引の見直し（2002 . 9末  得 意 先 企 業 数 　2 , 4 5 4件 ：新 規  76中 止  2 5 6）

・法人向け中元歳暮ギフト低調（ギフト売上高△２０億円）

【販売単価・物量（c/s）の月別推移 ： 前期比％、暦日ベース】
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（年間平均：前期比）（年間平均：前期比）
　物量　物量 単価単価

酒酒 109.8%109.8% 94.6%94.6%
食品食品   98.7%  98.7% 98.2%98.2%
  計計 100.8%100.8% 98.3%98.3%

※ 単 体 ・総売上ﾍ ﾞｰｽ、返品・値引を除く※ 単 体 ・総売上ﾍ ﾞｰｽ、返品・値引を除く

(%)
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　　　　　　　　　　　　　　売上総利益　　　　営業利益　　　　経常利益　　　　当期純利益

　　●当　　期　　　　　　４６６億円　　　　　６０億円　　　　　６６億円　　　　　　３５億円

　　　　（売 上 比 ）　　　　　９．４６％　　  　　１．２３％　　　　 １．３４％　　　　　 ０．７３％

　　●前　　期　　　　　　４５８億円　　　　　５６億円　　　　　６３億円　　　　　　３２億円

　　　　（売 上 比 ）　　　　　９．３０％　　　　　１．１５％　　　　 １．２８％　　　　　 ０．６７％

２ ‐ (2)．　　【伊藤忠食品　利益レビュー】

【利益の前期比較】

（増加要因） 【売 上 総 利 益 】 ・物流収入売上の増加＋５億円

【営 業 利 益 】 ・一括物流センター営業収支の改善

・不採算取引の改善による利益率ＵＰ

・物流経費の圧縮、人員のスリム化効果

・減価償却方法の変更＋２億円（特殊要因）

【当 期 純 利 益 】 ・不良債権、貸倒れの極小化による当期純利益増

（減少要因） 【売 上 総 利 益 】 ・法人向けギフト低調

【営 業 利 益 】 ・新規一括物流センター稼動による初期投資

（大阪西、狭山　：一過性費用△２億円）

・販売単価下落による物流コストの負担
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物流センター投資
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３ ．　大阪西物流センターの稼動

センター概要

敷地面積       ：6,820坪
延床面積       ：6,444坪
年間通過額   ：
　800億円以上
取扱商品：
　加工食品・酒類・菓子・衣料

　住居関連・資材・家具

稼動時期：
　2002年9月１日

（賃借物件）

･全ベンダーのＥＤＩ化･全ベンダーのＥＤＩ化
･検品レス、伝票レスシステム･検品レス、伝票レスシステム
･衣料住宅関連商品の加工機能･衣料住宅関連商品の加工機能
・衣料品の自動小分けシステム・衣料品の自動小分けシステム
・廃材自動ソーターによる人的作業軽減・廃材自動ソーターによる人的作業軽減

☆商品フルラインにて円滑稼動☆商品フルラインにて円滑稼動
☆更なる効率性の追求☆更なる効率性の追求
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２００３年９月期  の 目標
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４．　重点施策

【売上高】

・リージョナルスーパーとの取引拡大

・業務用および外食産業との取引拡大

・中元、歳暮期に限らない通年ギフトの商圏拡大

・酒類販売の規制緩和へ向けた酒類販売の拡大

・チルド惣菜の取引拡大

【利　益】

・採算管理の徹底

・物流費、管理費の削減（業務改善運動の継続）

・債権、債務の管理徹底によるキャッシュ・フローの改善

・業績に応じた適正な評価の徹底

・連結対象会社の迅速な情報収集体制の確立と赤字会社の撲滅

【２００３年９月期重点施策】
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５．中期目標
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「食」を通じて消費者と社会に貢献する「食」を通じて消費者と社会に貢献する

                リーディングカンパニーリーディングカンパニー
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決 算 説 明 会
２００２．９月 期
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